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照
屋
佳
男
教
授
古
稀
記
念
号
発
刊
の
辞

社
会
科
学
学
会
会
長
　
大
西
　
泰
博

照
屋
佳
男
先
生
は
'
社
会
科
学
部
が
創
設
さ
れ
た
七
年
目
の
一
九
七
三
年
に
社
会
科
学
部
の
専
任
講
師
と
な
ら
れ
､
そ
の
後
三
十
四
年

の
長
き
に
わ
た
っ
て
､
社
会
科
学
部
の
た
め
に
多
大
の
ご
尽
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
が
､
本
年
三
月
を
も
ち
ま
し
て
､
定
年
の
た
め
に
ご

退
職
さ
れ
ま
し
た
｡

先
生
は
､
学
部
に
お
き
ま
し
て
は
'
英
語
教
育
に
力
を
注
が
れ
る
と
と
も
に
'
｢
文
学
｣
や
｢
近
代
化
論
｣
の
講
義
科
目
を
担
当
さ
れ
､

ま
た
大
学
院
に
お
き
ま
し
て
は
｢
比
較
文
化
･
比
較
近
代
化
論
｣
の
研
究
指
導
に
あ
た
ら
れ
'
多
-
の
学
生
･
院
生
か
ら
尊
敬
さ
れ
'
慕

わ
れ
て
ま
い
り
ま
し
た
｡

先
生
は
､
近
代
化
論
を
語
ら
れ
る
中
で
､
常
に
｢
か
け
が
え
の
な
い
も
の
｣
の
大
切
さ
を
強
調
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
｡
こ

の
よ
う
に
い
と
も
簡
単
に
､
先
生
の
お
考
え
を
述
べ
て
し
ま
う
こ
と
は
'
は
な
は
だ
失
礼
な
こ
と
と
は
思
い
ま
す
が
､
と
て
も
温
厚
な
先

生
で
あ
れ
ば
こ
そ
'
こ
う
し
た
こ
と
も
許
さ
れ
る
よ
う
な
気
が
し
､
浅
学
非
才
を
も
省
み
ず
､
あ
え
て
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
｡

先
生
は
最
終
講
義
で
も
､
社
会
科
学
の
あ
ら
ゆ
る
領
域
を
縦
横
無
尽
に
語
-
つ
つ
､
や
は
り
｢
か
け
が
え
の
な
い
も
の
｣
の
大
切
さ
を
お

話
さ
れ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
｡
そ
し
て
､
こ
の
こ
と
は
､
わ
た
-
し
た
ち
に
､
今
後
の
社
会
の
あ
-
方
等
に
関
し
ま
し
て
､
重
要
な

示
唆
と
な
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
｡



先
生
の
学
問
領
域
は
､
た
い
へ
ん
幅
広
-
､
時
に
は
政
治
に
関
す
る
分
野
ま
で
､
研
究
の
対
象
を
広
げ
ら
れ
て
お
り
ま
す
｡
こ
れ
は
'

人
文
科
学
や
自
然
科
学
の
先
生
方
が
社
会
科
学
部
に
赴
任
さ
れ
､
何
か
ご
自
分
の
専
門
領
域
と
社
会
科
学
と
の
接
点
を
見
出
し
､
そ
れ
を

実
践
し
て
い
か
な
-
て
ほ
な
ら
な
い
と
い
う
大
変
な
使
命
感
が
お
あ
-
に
な
-
､
先
生
ご
自
身
も
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
政
治
に
も
目
を
向

け
ら
れ
て
､
研
究
を
続
け
ら
れ
た
と
思
わ
れ
ま
す
が
､
頭
の
下
が
る
思
い
が
い
た
し
ま
す
｡

さ
て
､
先
生
は
､
学
部
に
お
き
ま
し
て
は
､
一
九
七
四
年
か
ら
三
年
間
､
学
生
担
当
教
務
主
任
の
役
職
に
つ
か
れ
､
学
部
の
困
難
な
時

期
に
い
ろ
い
ろ
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
｡
ま
た
､
早
稲
田
大
学
商
議
員
を
一
九
九
四
年
か
ら
三
年
間
勤
め
ら
れ
ご
苦
労
い
た
だ
き
ま
し

た
｡こ

こ
に
先
生
の
古
希
を
お
祝
い
申
し
上
げ
た
い
と
存
じ
ま
す
｡
ま
た
､
こ
れ
ま
で
の
社
会
科
学
部
な
ら
び
に
社
会
科
学
研
究
科
に
お
け

ま
す
先
生
の
多
大
な
る
ご
苦
労
･
ご
尽
力
に
対
し
ま
し
て
､
厚
-
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
､
先
生
が
こ
れ
か
ら
も
ま
す
ま
す
お
元

気
に
て
､
ご
活
躍
さ
れ
ま
す
こ
と
を
祈
念
い
た
し
た
い
と
存
じ
ま
す
｡
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照
屋
佳
男
教
授
年
譜
｡
主
要
著
作
目
録
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昭
和
十
一
年
十
月
二
十
二
日
　
沖
縄
県
中
頭
郡
北
谷
村
字
玉
代
勢
に
､
照
屋
正
喜
･
秀
の
次
男
と
し
て
生
ま
れ
る
　
(
屋
号
照
屋
親
雲
上
)
｡

昭
和
十
四
年
　
マ
リ
ア
ナ
諸
島
テ
ニ
ア
ン
島
に
国
民
学
校
訓
導
と
し
て
赴
任
す
る
父
母
'
見
と
共
に
移
住
｡

昭
和
十
八
年
四
月
　
テ
ニ
ア
ン
国
民
学
校
に
入
学
｡

昭
和
十
九
年
二
月
　
テ
こ
ア
ン
島
に
対
す
る
米
軍
の
空
襲
激
化
の
た
め
､
戦
闘
要
員
た
る
父
を
テ
ニ
ア
ン
島
に
残
し
､
母
､
見
､
弟
二
人
と
共

に
､
小
さ
な
木
の
葉
の
よ
う
に
揺
れ
る
木
造
船
で
テ
こ
ア
ン
島
を
脱
出
｡
二
十
日
ほ
ど
か
け
て
横
浜
着
｡
同
地
に
七
日
間
滞
在
後
神
戸

に
向
か
う
｡
神
戸
に
1
ヶ
月
滞
在
｡

昭
和
十
九
年
四
月
　
沖
縄
着
｡
北
谷
村
北
玉
国
民
学
校
二
年
に
編
入
学
｡

昭
和
十
九
年
八
月
二
十
一
日
　
九
州
に
学
童
疎
開
の
た
め
､
貨
物
船
暁
空
丸
に
兄
(
国
民
学
校
四
年
生
)
　
及
び
七
〇
〇
人
以
上
の
他
の
学
童
と

共
に
乗
船
｡
僚
船
は
､
対
馬
丸
､
和
浦
丸
｡
護
衛
艦
は
駆
逐
艦
蓮
､
砲
艦
宇
治
｡

昭
和
十
九
年
八
月
二
十
二
日
二
十
二
時
十
二
分
　
米
国
海
軍
潜
水
艦
ボ
ー
フ
ィ
ン
号
の
襲
撃
を
受
け
る
｡
発
射
さ
れ
た
一
〇
発
の
魚
雷
の
う
ち

四
発
が
､
暁
空
丸
の
左
側
を
､
二
〇
〇
米
ほ
ど
の
距
離
を
保
っ
て
蛇
行
し
て
い
た
対
馬
丸
に
命
中
｡
二
十
二
時
二
十
三
分
ご
ろ
対
馬
丸

沈
没
｡
｢
乗
船
者
の
う
ち
l
四
1
八
人
　
(
氏
名
判
明
分
)
　
が
犠
牲
に
な
っ
た
｡
こ
の
う
ち
学
童
の
犠
牲
は
七
七
五
人
｡
南
西
諸
島
近
海

で
は
､
一
九
四
四
年
に
入
り
米
潜
水
艦
に
よ
る
船
舶
攻
撃
が
相
次
い
で
い
た
が
'
学
童
疎
開
船
が
標
的
に
さ
れ
た
の
は
初
め
て
｣
(
｢
沖

縄
戦
新
開
｣
第
二
号
､
琉
球
新
報
社
)
｡

私
た
ち
の
乗
っ
て
い
た
暁
空
丸
内
で
は
､
警
報
を
耳
に
す
る
や
否
や
､
学
童
た
ち
は
'
船
倉
か
ら
縄
梯
子
を
伝
っ
て
一
斉
に
甲
板
を

目
指
し
た
｡
甲
板
上
は
騒
然
と
し
た
状
況
｡
一
心
に
神
に
祈
り
を
捲
る
お
年
寄
り
た
ち
､
学
童
を
い
つ
で
も
海
に
放
-
投
げ
る
事
が
で

き
る
よ
う
に
と
､
学
童
た
ち
を
一
列
に
並
ば
せ
､
舷
側
で
学
童
の
両
脇
に
立
っ
て
い
る
先
生
た
ち
｡
対
潜
水
艦
攻
撃
に
威
力
を
発
揮
す



る
爆
雷
を
船
尾
か
ら
投
下
し
て
い
る
兵
士
た
ち
｡
｢
こ
の
船
も
そ
の
う
ち
沈
め
ら
れ
る
か
ら
､
今
の
う
ち
に
海
に
飛
び
込
も
う
｣
と
言

っ
て
､
私
の
手
足
を
引
っ
張
る
兄
､
そ
れ
に
必
死
に
抵
抗
し
て
､
マ
ス
ト
に
し
が
み
つ
い
て
い
る
私
(
兄
と
私
は
､
海
上
を
漂
う
時
に

サ
メ
に
お
そ
わ
れ
な
い
よ
う
に
と
､
五
米
の
白
い
禅
を
引
き
ず
り
､
首
か
ら
は
'
漂
流
し
た
場
合
の
食
料
と
し
て
鰹
節
を
三
本
ぶ
ら
さ

げ
て
い
る
と
い
う
出
で
立
ち
だ
っ
た
)
｡
恐
怖
の
あ
ま
-
脱
糞
す
る
学
童
た
ち
｡
｢
面
舵
い
っ
ぱ
い
｣
｢
取
り
舵
い
っ
ぱ
い
｣
と
大
き
な

声
で
叫
び
続
け
､
船
を
蛇
行
さ
せ
る
船
長
｡

昭
和
十
九
年
八
月
二
十
四
日
　
暁
空
丸
､
巧
み
な
蛇
行
に
よ
-
米
潜
水
艦
の
魚
雷
攻
撃
の
回
避
に
成
功
の
後
､
長
崎
港
着
｡
後
に
爆
心
地
と
な

る
扇
屋
旅
館
に
六
日
間
宿
泊
｡

昭
和
十
九
年
八
月
三
十
一
日
　
熊
本
県
八
代
郡
日
奈
久
町
に
到
着
｡
｢
命
か
ら
が
ら
長
崎
に
上
陸
し
た
疎
開
団
一
行
日
奈
久
妓
l
千
有
余
名
は
､

昭
和
十
九
年
八
月
三
十
一
日
､
夏
休
み
も
今
日
で
終
る
と
い
う
日
に
'
日
奈
久
国
民
学
校
の
児
童
生
徒
職
員
そ
の
他
町
民
多
数
の
出
迎

え
を
受
け
て
､
日
奈
久
駅
に
た
ど
-
つ
い
た
｣
盲
奈
久
国
民
学
校
校
長
(
当
時
)
池
田
正
著
『
沖
縄
の
人
･
も
の
･
自
然
』
日
奈
久
小
学
校
)
｡
日

奈
久
の
地
で
町
民
の
大
い
な
る
授
け
を
受
け
る
｡
以
下
『
沖
縄
の
人
･
も
の
･
自
然
』
　
か
ら
引
用
し
っ
つ
記
述
す
る
｡

｢
一
千
百
名
に
及
ぶ
沖
縄
疎
開
学
童
を
日
奈
久
町
に
受
け
入
れ
る
と
い
う
こ
と
は
､
食
料
問
題
か
ら
い
え
ば
殊
車
中
の
難
事
で
あ
っ

た
｣
｡
極
度
の
食
料
難
の
時
代
､
し
か
も
野
菜
類
の
夏
枯
れ
の
八
月
九
月
に
日
奈
久
町
は
､
各
種
団
体
を
あ
げ
て
､
我
々
沖
縄
学
童
の

た
め
に
､
南
瓜
や
大
豆
や
甘
藷
や
柿
な
ど
を
懸
命
に
集
め
､
寄
贈
し
て
下
さ
っ
た
の
で
あ
る
｡
当
時
は
､
農
家
と
い
え
ど
も
'
供
出

(
政
府
が
民
間
の
物
資
･
主
要
生
産
物
な
ど
を
一
定
価
格
で
半
強
制
的
に
売
り
渡
さ
せ
る
こ
と
)
　
が
厳
し
く
て
'
余
裕
は
殆
ど
な
か
っ

た
｡
そ
う
い
う
状
況
下
で
､
難
事
中
の
難
事
が
ど
う
に
か
解
決
さ
れ
た
の
は
､
共
同
体
が
生
き
て
い
た
か
ら
だ
と
､
今
に
し
て
思
う
｡

昭
和
二
十
年
六
月
十
五
日
　
熊
本
県
八
代
郡
種
山
村
　
(
現
在
は
八
代
市
東
陽
町
)
　
字
小
浦
に
再
疎
開
｡
福
音
寺
な
る
お
寺
に
宿
泊
｡
｢
今
後
は

食
料
も
そ
の
大
半
を
自
給
自
足
に
得
た
ね
ば
な
ら
ぬ
で
あ
ろ
う
｣
と
い
う
池
田
校
長
先
生
の
予
測
通
-
､
飢
餓
に
苦
し
む
生
活
が
続
く

(
餓
死
者
が
一
人
出
る
)
｡
餓
死
寸
前
の
日
々
を
ど
う
に
か
潜
-
抜
け
得
た
の
は
､
や
は
り
共
同
体
が
生
き
て
い
た
か
ら
だ
と
思
う
｡
共

同
体
に
固
有
の
美
の
発
生
に
立
ち
合
っ
て
い
る
か
の
よ
う
な
経
験
を
幾
度
も
し
た
｡

例
え
ば
こ
う
い
う
事
が
あ
っ
た
｡
我
々
が
通
っ
て
い
た
種
山
国
民
学
校
内
ノ
木
場
分
校
の
担
任
の
教
師
(
築
山
房
子
先
生
)
　
が
､
あ

る
時
､
｢
照
屋
君
は
ど
う
し
て
身
体
を
動
か
さ
な
い
の
で
す
か
｣
と
訊
か
れ
'
｢
身
体
を
動
か
す
と
お
腹
が
減
る
か
ら
で
す
｣
と
答
え
た

と
こ
ろ
､
先
生
は
｢
今
晩
先
生
の
家
に
い
ら
っ
し
ゃ
い
｣
と
言
わ
れ
た
｡
そ
の
晩
お
伺
い
す
る
と
､
先
生
の
家
も
厳
し
い
供
出
で
食
料

姓
に
見
舞
わ
れ
て
い
た
に
も
拘
わ
ら
ず
'
薩
摩
芋
を
腹
い
っ
ぱ
い
ご
馳
走
し
て
-
だ
さ
っ
た
の
で
あ
る
｡
そ
の
時
､
先
生
は
突
然
､
絶



照屋佳男教授年譜･主要著作目録

世
の
美
貌
の
持
ち
主
に
変
貌
し
､
以
後
美
人
以
外
の
人
と
し
て
先
生
を
見
る
の
が
不
可
能
と
な
っ
た
事
を
今
で
も
は
っ
き
り
憶
え
て
い

る
｡そ
の
築
山
先
生
と
の
再
会
を
'
平
成
十
八
年
七
月
二
十
六
日
十
二
時
､
私
は
六
十
1
年
ぶ
り
に
果
た
す
こ
と
が
出
来
た
.
先
生
が
ご

存
命
な
の
か
､
東
陽
町
に
住
ん
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
か
も
わ
か
ら
ぬ
ま
ま
､
た
だ
東
陽
町
と
い
う
地
名
と
鹿
児
島
本
線
有
佐
駅
と
い
う

駅
名
だ
け
を
手
が
か
り
に
､
再
会
へ
の
旅
に
出
た
｡

有
佐
駅
で
タ
ク
シ
ー
を
拾
い
､
東
陽
町
を
目
指
し
た
｡
東
陽
町
に
か
な
り
入
っ
た
と
こ
ろ
で
､
出
会
っ
た
最
初
の
人
に
､
築
山
先
生

の
事
を
尋
ね
る
と
､
築
山
先
生
は
'
今
は
橋
本
姓
で
､
東
陽
町
の
某
所
に
住
ん
で
い
る
と
い
う
信
じ
難
い
ほ
ど
貴
重
な
情
報
が
も
た
ら

さ
れ
た
｡
そ
ば
で
聞
い
て
い
た
運
転
手
は
､
そ
の
橋
本
さ
ん
な
ら
知
っ
て
い
る
と
勢
い
込
ん
で
言
葉
を
発
し
､
す
ぐ
さ
ま
先
生
の
家
へ

向
か
う
次
第
と
な
っ
た
が
'
何
か
大
き
な
よ
き
霊
の
力
の
働
き
の
よ
う
な
も
の
を
感
ぜ
ず
に
は
い
ら
れ
な
か
っ
た
｡
先
生
の
お
宅
に
何

の
滞
り
も
な
-
到
達
で
き
た
の
で
あ
る
｡

わ
け

｢
ご
め
ん
く
だ
さ
い
｣
に
応
え
て
玄
関
に
現
れ
た
御
子
息
ら
し
き
人
は
'
突
然
の
訪
問
の
理
由
を
知
る
と
､
老
人
会
に
出
席
中
の
築

山
先
生
を
呼
び
に
飛
ん
で
行
か
れ
た
｡
家
に
戻
っ
て
来
ら
れ
た
先
生
は
､
私
を
一
目
見
て
'
｢
あ
あ
｣
と
声
を
あ
げ
ら
れ
､
六
十
一
年

前
の
教
え
子
の
照
屋
で
あ
る
こ
と
を
直
ぐ
に
認
め
ら
れ
た
｡
美
し
-
老
い
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
先
生
と
､
お
茶
を
い
た
だ
き
つ
つ
過
ご
し

た
感
慨
無
量
の
ひ
と
と
き
は
胸
に
深
-
浸
透
し
た
｡
そ
の
折
､
先
生
は
幾
度
も
｢
本
当
に
､
照
屋
君
は
小
さ
-
て
､
痩
せ
て
い
た
｡
沖

縄
の
学
童
は
み
な
可
哀
相
だ
っ
た
｣
と
い
う
言
葉
を
発
せ
ら
れ
た
｡
こ
の
言
葉
に
表
さ
れ
て
い
る
側
隠
の
情
は
､
六
十
一
年
前
の
先
生

と
今
の
先
生
と
を
し
っ
か
-
結
び
つ
け
､
生
き
て
い
る
共
同
体
が
こ
こ
に
あ
る
と
い
う
思
い
を
湧
き
起
こ
ら
せ
た
｡

昭
和
二
十
一
年
二
月
　
米
国
海
軍
軍
艦
に
て
沖
縄
へ
の
帰
郷
を
果
た
す
O

昭
和
二
十
一
年
四
月
　
北
谷
村
北
玉
小
学
校
四
年
に
編
入
学
｡

昭
和
二
十
二
年
四
月
　
家
出
を
し
､
九
月
ま
で
の
六
ケ
月
間
'
米
軍
基
地
で
米
兵
と
暮
ら
す
｡
(
当
時
沖
縄
の
米
軍
は
大
雑
把
で
お
お
ら
か
で

あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
｡
)

昭
和
二
十
四
年
三
月

昭
和
二
十
四
年
四
月

昭
和
二
十
七
年
三
月

昭
和
二
十
七
年
四
月

北
玉
小
学
校
卒
業
｡

北
谷
中
学
校
入
学
｡

北
谷
中
学
校
卒
業
｡

野
嵩
高
等
学
校
(
後
に
普
天
間
高
等
学
校
と
改
称
)
入
学
｡
同
年
八
月
青
少
年
赤
十
字
運
動
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
日
本



赤
十
字
社
の
招
き
を
受
け
､
本
土
へ
渡
航
｡
一
ケ
月
間
､
主
と
し
て
日
赤
本
社
に
滞
在
｡

昭
和
二
十
九
年
十
二
月
　
米
国
新
開
｢
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
‥
､
､
ラ
ー
｣
社
(
一
九
六
〇
年
代
に
経
営
不
振
か
ら
廃
刊
)
　
の
招
待
で
渡
米
｡
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
で
十
二
月
九
日
開
催
さ
れ
た
世
界
青
年
弁
論
大
会
に
沖
縄
代
表
と
し
て
参
加
｡
フ
ラ
ン
ス
の
代
表
及
び
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
高
校

生
と
親
交
を
結
ぶ
｡

昭
和
三
十
一
年
四
月
　
普
天
間
高
等
学
校
卒
業
｡
三
十
三
年
三
月
ま
で
米
軍
兵
士
専
用
の
酒
場
で
バ
ー
テ
ン
ダ
ー
と
し
て
働
-
｡

学
歴
･
学
内
活
動

昭
和
三
十
七
年
三
月

昭
和
三
十
九
年
三
月

昭
和
三
十
九
年
五
月

昭
和
四
十
二
年
三
月

昭
和
四
十
二
年
四
月

昭
和
四
十
八
年
四
月

昭
和
四
十
九
年
九
月

昭
和
五
十
年
四
月

昭
和
五
十
1
年
九
月

昭
和
五
十
五
年
四
月

早
稲
田
大
学
第
一
文
学
部
英
文
学
専
修
卒
業
｡

早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
英
文
学
専
攻
修
士
課
程
修
了
｡

早
稲
田
大
学
第
二
文
学
部
助
手
(
～
四
十
二
年
三
月
)

早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
英
文
学
専
攻
博
士
課
程
単
位
取
得
満
期
退
学
｡

早
稲
田
大
学
高
等
学
院
教
諭
(
～
四
十
八
年
三
月
)

早
稲
田
大
学
社
会
科
学
部
専
任
講
師

早
稲
田
大
学
社
会
科
学
部
学
生
担
当
教
務
主
任
(
～
五
十
一
年
九
月
)

早
稲
田
大
学
社
会
科
学
部
助
教
授

早
稲
田
大
学
社
会
科
学
部
学
生
担
当
教
務
主
任
(
～
五
十
二
年
九
月
)

早
稲
田
大
学
社
会
科
学
部
教
授
(
～
平
成
十
九
年
三
月
)

平
成
六
年
四
月
　
早
稲
田
大
学
大
学
院
社
会
科
学
研
究
科
修
士
課
程
研
究
指
導
･
演
習
(
比
較
文
化
論
)
担
当

平
成
六
年
六
月
　
早
稲
田
大
学
商
議
貞
(
～
平
成
九
年
十
一
月
)

平
成
八
年
十
月
　
全
学
審
議
会
委
員
(
第
二
次
)
　
(
～
平
成
十
年
九
月
)

平
成
九
年
四
月
　
早
稲
田
大
学
大
学
院
社
会
科
学
研
究
科
修
士
･
博
士
課
程
研
究
指
導
･
演
習
(
比
較
文
化
論
)
担
当

平
成
十
一
年
四
月
　
早
稲
田
大
学
大
学
院
社
会
科
学
研
究
科
修
士
･
博
士
課
程
研
究
指
導
･
演
習
(
比
較
文
化
･
比
較
近
代
化
論
)
担
当

(
～
平
成
十
九
年
三
月
)



照屋佳男教授年譜･主要著作目録

学
　
会

早
稲
田
大
学
英
文
学
会
(
昭
和
三
十
七
年
～
現
在
)

日
本
英
文
学
会
(
昭
和
六
十
年
～
現
在
)

早
稲
田
大
学
社
会
科
学
学
会
(
昭
和
四
十
八
年
～
平
成
十
九
年
三
月
)

著
作
目
録

単
　
著

『
現
代
イ
ギ
リ
ス
文
学
試
論
‥
文
学
と
政
治
』
､
東
京
‥
エ
イ
ジ
出
版
､
一
九
八
〇
年

『
イ
ギ
リ
ス
文
学
に
学
ぶ
‥
文
学
と
政
治
誓
東
京
‥
エ
イ
ジ
出
版
､
1
九
八
三
年

『
ジ
ョ
ー
ジ
･
オ
ー
ウ
ェ
ル
‥
文
学
と
政
治
』
､
東
京
‥
行
入
社
､
一
九
八
六
年

『
コ
ン
ラ
ツ
ド
の
小
説
』
､
東
京
‥
早
稲
田
大
学
出
版
部
'
一
九
九
〇
年

『
文
学
と
哲
学
の
あ
い
だ
』
　
(
学
際
レ
ク
チ
ャ
ー
シ
リ
ー
ズ
8
)
､
東
京
‥
成
文
堂
'

..化.化　K- '-

『
文
学
か
ら
文
化
へ
』
　
(
学
際
レ
ク
チ
ャ
ー
シ
リ
ー
ズ
1
 
1
)
､
東
京
‥
成
文
堂
､
一
九
九
三
年

『
共
同
体
と
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
』
　
(
学
際
レ
ク
チ
ャ
ー
シ
リ
ー
ズ
n
 
r
e
､
東
京
‥
成
文
堂
'
二
〇
〇
四
年

『
社
会
の
再
発
見
と
社
会
の
防
衛
誓
東
京
‥
行
入
社
'
二
〇
〇
七
年

-

*

-

"

t

-

｢
ジ
ョ
イ
ス
の
手
紙
　
-
　
ポ
ー
ラ
･
ロ
ー
マ
･
ト
リ
エ
ス
テ
時
代
｣
(
鈴
木
幸
夫
編
『
ジ
ョ
イ
ス
か
ら
ジ
ョ
イ
ス
へ
　
…
　
ジ
ェ
イ
ム
ズ
∴
ン
ヨ
イ

ス
研
究
集
成
』
所
収
)
'
東
京
‥
東
京
堂
出
版
'
一
九
八
二
年

｢
ジ
ョ
ウ
ゼ
フ
･
コ
ン
ラ
ツ
ド
　
-
語
り
手
の
技
法
上
の
意
義
｣
(
橋
本
宏
編
『
英
米
小
説
序
説
』
所
収
)
'
東
京
‥
松
柏
社
､
一
九
九
二
年

翻
　
訳o
　
カ
ウ
エ
ル
テ
ィ
『
冒
険
小
説
･
ミ
ス
テ
リ
ー
･
ロ
マ
ン
ス
{
A
d
v
e
n
t
u
r
e
,
M
y
s
t
e
r
y
,
a
n
d
R
o
m
a
n
c
e
)
J
　
第
六
､
七
草
)
〔
共
訳
〕
'



東
京
‥
研
究
社
出
版
､
一
九
八
四
年

ジ
ョ
ン
･
グ
レ
イ
『
ハ
イ
エ
ク
の
自
由
論
{
H
a
y
e
k
o
n
l
i
b
e
r
t
y
)
』
〔
古
賀
勝
次
郎
と
の
共
訳
〕
､
東
京
‥
行
入
社
､
一
九
八
五
年

論
　
文

一
､
チ
ヤ
タ
レ
-
夫
人
の
恋
人
(
ワ
セ
ダ
･
レ
ビ
ュ
ー
第
二
号
)
､
東
京
‥
学
葦
屠
'
l
九
六
五
年
三
月

二
､
『
翼
あ
る
蛇
』
に
つ
い
て
(
早
稲
田
人
文
自
然
科
学
研
究
第
十
二
号
)
'
早
稲
田
大
学
社
会
科
学
学
会
編
､
一
九
七
五
年
二
月

三
､
Q
�
"
K
　
ロ
レ
ン
ス
晩
年
の
思
想
(
早
稲
田
人
文
自
然
科
学
研
究
第
十
三
号
)
'
一
九
七
六
年
二
月

四
㌧
Q
�
"
f
f
i
　
ロ
レ
ン
ス
と
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
　
(
早
稲
田
人
文
自
然
科
学
研
究
第
十
四
号
)
､
一
九
七
七
年
二
月

五
､
ジ
ョ
ー
ジ
･
オ
ー
ウ
ェ
ル
と
知
識
人
(
早
稲
田
人
文
自
然
科
学
研
究
第
十
五
号
)
､
一
九
七
七
年
十
二
月

六
､
影
響
力
と
い
う
も
の
～
『
息
子
と
恋
人
』
を
め
ぐ
っ
て
(
早
稲
田
人
文
自
然
科
学
研
究
第
十
六
号
)
､
1
九
七
八
年
十
二
月

七
'
狂
信
の
誘
惑
　
-
　
コ
ン
ラ
ツ
ド
の
政
治
小
説
(
早
稲
田
人
文
自
然
科
学
研
究
第
十
七
号
)
､
l
九
七
九
年
十
二
月

八
､
意
識
の
冒
険
～
『
虹
』
を
め
ぐ
っ
て
(
早
稲
田
人
文
自
然
科
学
研
究
第
十
八
号
)
'
一
九
八
〇
年
十
1
月

九
､
転
倒
し
た
世
界
　
-
　
｢
セ
イ
ン
ト
･
モ
ー
｣
(
早
稲
田
人
文
自
然
科
学
研
究
第
十
九
号
)
､
1
九
八
一
年
三
月

一
〇
､
圧
制
の
病
理
　
-
　
『
恋
す
る
女
た
ち
』
　
(
早
稲
田
人
文
自
然
科
学
研
究
第
二
十
号
)
､
一
九
八
一
年
十
二
月

二
､
ジ
ョ
ー
ジ
･
オ
ー
ウ
ェ
ル
と
現
代
-
　
≡
九
八
四
年
』
を
め
ぐ
っ
て
(
早
稲
田
社
会
科
学
研
究
第
二
十
四
号
･
早
稲
田
人
文
自
然
科

学
研
究
第
二
十
一
号
合
併
号
)
､
早
稲
田
大
学
社
会
科
学
学
会
編
､
1
九
八
二
年
三
月

二
l
､
想
像
力
と
伝
統
の
感
覚
-
　
『
ナ
ー
シ
サ
ス
号
の
黒
人
』
『
台
風
』
(
早
稲
田
人
文
自
然
科
学
研
究
第
二
十
二
号
)
､
1
九
八
二
年
七
月

二
二
㌧
Q
�
"
f
f
i
　
ロ
レ
ン
ス
の
『
黙
示
録
』
論
(
早
稲
田
人
文
自
然
科
学
研
究
第
二
十
三
号
)
､
一
九
八
三
年
三
月

一
四
､
若
き
ロ
レ
ン
ス
　
ー
　
『
自
孔
雀
』
を
め
ぐ
っ
て
(
早
稲
田
人
文
自
然
科
学
研
究
第
二
十
四
号
)
､
一
九
八
三
年
七
月

l
五
､
イ
ギ
リ
ス
中
産
階
級
の
衰
退
　
-
　
『
ビ
ル
マ
の
日
々
』
を
め
ぐ
っ
て
(
早
稲
田
人
文
自
然
科
学
研
究
第
二
十
五
号
)
､
一
九
八
四
年
三

月

一
六
､
生
の
悲
劇
的
意
義

1
七
､
金
銭
へ
の
適
応
-

編
､
一
九
八
五
年

･
『
牧
師
の
娘
』
　
(
早
稲
田
人
文
自
然
科
学
研
究
第
二
十
六
号
)
､
1
九
八
四
年
九
月

『
葉
蘭
を
そ
よ
が
せ
よ
』
　
(
英
文
学
第
六
十
1
号
(
ジ
ョ
:
]
ソ
･
オ
ー
ウ
エ
ル
特
集
)
)
'
早
稲
田
大
学
英
文
学
会



照屋佳男教授年譜･主要著作目録

一
八
､

一
九
､

二
〇
､
二
二
二
二
､

二
三
､

二
四
､
二
五
､
二
六
､
二
七
､

二
八
､

二
九
t

三
〇
㌧

三
二
三
二
､

三
三
､

三
四
､

三
五
､

狭
い
世
界
､
広
い
過
去
　
-
　
『
カ
タ
ロ
ニ
ア
讃
歌
』
　
完
工
気
を
求
め
て
』
　
(
早
稲
田
人
文
自
然
科
学
研
究
第
二
十
七
号
)
､
1
九
八
五
年

三
月
自
由
と
枠
組
　
-
　
『
動
物
農
場
』
　
(
早
稲
田
人
文
自
然
科
学
研
究
第
二
十
八
号
)
､
一
九
八
五
年
十
月

理
想
主
義
と
自
由
意
志
　
-
　
『
尼
僧
へ
の
鎮
魂
歌
』
　
(
英
文
学
第
六
十
二
号
(
ウ
ィ
リ
ア
ム
･
フ
ォ
ー
ク
ナ
-
特
集
)
)
､
1
九
八
六
年

文
学
と
政
治
の
間
で
　
-
　
戦
時
中
の
オ
ー
ウ
エ
ル
　
(
早
稲
田
人
文
自
然
科
学
研
究
第
二
十
九
号
)
t
 
l
九
八
六
年
三
月

行
為
規
準
と
忠
実
の
観
念
1
『
ロ
ー
ド
･
ジ
ム
』
　
(
早
稲
田
人
文
自
然
科
学
研
究
第
三
十
号
)
'
1
九
八
六
年
十
月

文
化
の
(
特
殊
)
と
(
普
遍
)
1
内
村
鑑
三
を
中
心
に
〔
国
際
性
と
学
際
性
〕
　
(
早
稲
田
大
学
社
会
科
学
部
創
設
二
十
周
年
記
念
論

文
集
(
科
学
と
現
実
)
)
､
早
稲
田
大
学
社
会
科
学
学
会
編
'
一
九
八
七
年
二
月

夢
想
と
挫
折
　
-
　
『
オ
ー
ル
メ
ヤ
ー
の
阿
房
宮
』
　
(
早
稲
田
人
文
自
然
科
学
研
究
第
三
十
一
号
)
'
1
九
八
七
年
三
月

理
想
主
義
と
懐
疑
の
精
神
　
-
　
『
ノ
ス
ト
ロ
ー
モ
』
　
(
早
稲
田
人
文
自
然
科
学
研
究
第
三
十
二
号
)
､
一
九
八
七
年
十
月

日
常
性
の
再
発
見
～
『
闇
の
奥
』
　
(
早
稲
田
人
文
自
然
科
学
研
究
第
三
十
三
号
)
､
一
九
八
八
年
三
月

日
常
性
の
危
機
　
…
　
『
密
偵
』
　
(
早
稲
田
社
会
科
学
研
究
第
三
十
七
号
･
早
稲
田
人
文
自
然
科
学
研
究
第
三
十
四
号
合
併
号
)
'
一
九
八

八
年
十
月

成
熟
を
阻
む
も
の
　
-
　
『
西
洋
の
目
を
通
し
て
』
　
(
早
稲
田
人
文
自
然
科
学
研
究
第
三
十
五
号
)
､
一
九
八
九
年
三
月

私
の
防
衛
論
(
翼
第
三
十
二
号
)
､
一
九
八
九
年
九
月

(
自
然
)
と
(
作
為
)
　
(
早
稲
田
人
文
自
然
科
学
研
究
第
三
十
六
号
)
､
一
九
八
九
年
十
月

文
化
摩
擦
(
早
稲
田
人
文
自
然
科
学
研
究
第
三
十
七
号
)
､
1
九
九
〇
年
三
月

技
法
と
主
題
　
-
　
『
影
の
線
』
　
(
早
稲
田
人
文
自
然
科
学
研
究
第
三
十
八
号
)
､
1
九
九
〇
年
十
月

諸
国
家
性
善
説
が
国
を
滅
ぼ
す
　
ー
　
沙
漠
的
人
間
の
理
解
の
た
め
に
　
(
か
-
し
ん
第
二
四
五
号
へ
特
集
こ
の
国
は
本
当
に
大
丈
夫

か
-
)
)
､
一
九
九
一
年
一
月

仮
構
へ
の
意
志
1
『
文
明
の
前
哨
基
地
』
　
(
早
稲
田
社
会
科
学
研
究
第
四
十
二
号
･
早
稲
田
人
文
自
然
科
学
研
究
第
三
十
九
号
合
併

号
)
､
一
九
九
一
年
三
月

異
質
な
も
の
と
の
出
会
ひ
　
-
　
『
天
使
も
歩
む
を
恐
る
る
と
こ
ろ
に
』
　
〔
二
十
一
世
紀
に
向
け
て
　
-
　
転
換
期
に
お
け
る
学
問
〕
　
(
早
稲

田
社
会
科
学
研
究
第
四
十
三
号
･
早
稲
田
人
文
自
然
科
学
研
究
第
四
十
号
合
併
号
)
､
一
九
九
一
年
十
月



三
八
､

三
九
､

四
〇
､

四
二
四
二
､

四
三
､
四
四
､

四
五
､
四
六
､

四
七
､

四
八
､

四
九
､

五
〇
､

五
一
､

五
二
㌧

五
三
㌧

五
四
㌧

文
化
の
枠
組
み
　
(
早
稲
田
社
会
科
学
研
究
第
四
十
四
号
･
早
稲
田
人
文
自
然
科
学
研
究
第
四
十
一
号
合
併
号
)
､
一
九
九
二
年
三
月

異
文
化
理
解
　
-
　
『
イ
ン
ド
へ
の
道
』
　
(
早
稲
田
社
会
科
学
研
究
第
四
十
五
号
･
早
稲
田
人
文
自
然
科
学
研
究
第
四
十
二
号
合
併
号
)
､

1
九
九
二
年
十
月

芸
術
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
　
(
早
稲
田
社
会
科
学
研
究
第
四
十
六
号
･
早
稲
田
人
文
自
然
科
学
研
究
第
四
十
三
号
合
併
号
)
､

一
九
九
三
年
三
月

｢
可
視
的
な
も
の
｣
と
｢
不
可
視
的
な
も
の
｣
～
『
ハ
ワ
ズ
･
エ
ン
ド
』
　
(
早
稲
田
人
文
自
然
科
学
研
究
第
四
十
四
号
)
'
1
九
九
三

年
十
月

｢
私
｣
　
の
再
発
見
(
早
稲
田
社
会
科
学
研
究
第
四
十
八
号
･
早
稲
田
人
文
自
然
科
学
研
究
第
四
十
五
号
合
併
号
)
､
一
九
九
四
年
三
月

文
化
の
枠
組
み
と
合
理
主
義
の
限
界
(
早
稲
田
人
文
自
然
科
学
研
究
第
四
十
六
号
)
､
一
九
九
四
年
十
月

文
学
に
お
け
る
(
特
殊
)
と
　
(
普
遍
)
　
(
早
稲
田
社
会
科
学
研
究
第
五
十
号
･
早
稲
田
人
文
自
然
科
学
研
究
第
四
十
七
号
合
併
号
)
､
一

九
九
五
年
三
月

掛
け
替
へ
の
無
い
も
の
に
つ
い
て
　
(
ソ
シ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
第
一
号
)
､
早
稲
田
大
学
大
学
院
社
会
科
学
研
究
科
編
､
一
九
九
五
年
三
月

作
品
と
し
て
の
政
治
～
習
俗
の
侵
害
を
許
し
て
は
な
ら
な
い
　
(
改
革
者
第
四
一
八
号
)
､
一
九
九
五
年
五
月

限
定
と
誠
実
(
早
稲
田
人
文
自
然
科
学
研
究
第
四
十
八
号
)
､
一
九
九
五
年
十
月

静
謎
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
　
(
早
稲
田
人
文
自
然
科
学
研
究
第
四
十
九
号
)
､
一
九
九
六
年
三
月

文
化
と
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
　
(
早
稲
田
人
文
自
然
科
学
研
究
第
五
十
号
)
､
一
九
九
六
年
十
月

｢
私
｣
を
活
か
す
と
い
ふ
事
(
早
稲
田
社
会
科
学
研
究
第
五
十
四
号
･
早
稲
田
人
文
自
然
科
学
研
究
第
五
十
言
す
合
併
号
)
､
一
九
九
七

年
三
月

知
る
事
と
理
解
す
る
事
　
(
早
稲
田
人
文
自
然
科
学
研
究
第
五
十
二
号
)
､
一
九
九
七
年
十
月

正
気
を
求
め
て
　
(
早
稲
田
人
文
自
然
科
学
研
究
第
五
十
三
号
)
'
一
九
九
八
年
三
月

近
代
化
と
欧
米
化
(
早
稲
田
人
文
自
然
科
学
研
究
第
五
十
四
号
)
､
一
九
九
八
年
十
月

文
化
と
教
育
(
ソ
シ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
第
五
号
)
､
1
九
九
九
年
三
月

結
晶
作
用
に
つ
い
て
　
(
早
稲
田
人
文
自
然
科
学
研
究
第
五
十
五
号
)
､
一
九
九
九
年
三
月

自
己
肯
定
に
つ
い
て
　
(
早
稲
田
人
文
自
然
科
学
研
究
第
五
十
六
号
)
､
一
九
九
九
年
十
月



照屋佳男教授年譜･主要著作目録

五
人
､

'
-
 
"
:
-
J
'

六
〇
､

六
一
､

六
二
､
六
三
､
六
四
､
六
五
､
六
六
､
六
七
､
六
八
､

六
九
､
七
〇
､

七
一
､

七
二
､
七
三
､
七
四
､
七
五
､
七
六
､

自
己
表
現
に
つ
い
て
　
(
ソ
シ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
第
六
号
)
､
二
〇
〇
〇
年
三
月

異
端
と
内
的
秩
序
(
早
稲
田
人
文
自
然
科
学
研
究
第
五
十
七
号
)
､
二
〇
〇
〇
年
三
月

文
化
の
力
丁
利
潤
動
機
を
超
え
て
　
(
早
稲
田
社
会
科
学
総
合
研
究
第
一
巻
第
一
号
)
､
早
稲
田
大
学
社
会
科
学
学
会
編
､
二
〇
〇
〇

年
七
月

束
縛
さ
れ
た
個
人
　
-
　
共
同
体
へ
の
意
志
　
(
早
稲
田
社
会
科
学
総
合
研
究
第
一
巻
第
二
号
)
､
二
〇
〇
一
年
一
月

ロ
マ
ン
主
義
と
共
同
体
(
ソ
シ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
第
七
号
)
､
二
〇
〇
一
年
三
月

中
央
と
周
縁
(
早
稲
田
社
会
科
学
総
合
研
究
第
二
巻
第
言
す
)
､
二
〇
〇
一
年
八
月

狭
さ
と
深
さ
　
(
早
稲
田
社
会
科
学
総
合
研
究
第
二
巻
第
二
号
)
､
二
〇
〇
二
年
一
月

共
同
体
と
感
情
の
交
流
　
(
ソ
シ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
第
八
号
)
､
二
〇
〇
二
年
三
月

｢
所
有
｣
と
｢
関
係
｣
　
(
早
稲
田
社
会
科
学
総
合
研
究
第
三
巻
第
言
甘
)
､
二
〇
〇
二
年
七
月

内
発
的
に
学
ぶ
　
(
早
稲
田
社
会
科
学
総
合
研
究
第
三
巻
第
二
号
)
､
二
〇
〇
二
年
十
一
月

(
特
殊
)
　
の
存
在
理
由
(
ソ
シ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
第
九
号
)
､
二
〇
〇
三
年
三
月

｢
ハ
ー
ド
パ
ワ
ー
｣
と
｢
ソ
フ
ト
パ
ワ
ー
｣
　
(
早
稲
田
社
会
科
学
総
合
研
究
第
三
巻
第
三
号
)
､
二
〇
〇
三
年
三
月

知
識
人
と
権
力
崇
拝
　
(
早
稲
田
社
会
科
学
総
合
研
究
第
四
巻
第
一
号
)
､
二
〇
〇
三
年
七
月

思
想
と
感
情
　
(
早
稲
田
社
会
科
学
総
合
研
究
第
四
巻
第
二
号
)
､
二
〇
〇
三
年
十
一
月

自
己
表
現
を
亡
ぼ
す
も
の
　
(
早
稲
田
社
会
科
学
総
合
研
究
第
四
巻
第
三
号
)
､
二
〇
〇
四
年
三
月

青
春
と
習
俗
(
早
稲
田
社
会
科
学
総
合
研
究
第
五
巻
第
言
甘
)
､
二
〇
〇
四
年
七
月

自
然
の
秩
序
の
転
倒
(
早
稲
田
社
会
科
学
総
合
研
究
第
五
巻
第
二
号
)
､
二
〇
〇
四
年
十
二
月

社
会
の
再
発
見
(
早
稲
田
社
会
科
学
総
合
研
究
第
六
巻
第
一
号
)
､
二
〇
〇
五
年
七
月

国
家
と
社
会
と
の
両
立
に
つ
い
て
　
(
早
稲
田
社
会
科
学
総
合
研
究
第
六
巻
第
二
号
)
､
二
〇
〇
五
年
十
二
月

共
同
体
と
｢
経
済
主
義
的
偏
見
｣
　
(
早
稲
田
社
会
科
学
総
合
研
究
第
六
巻
第
三
号
)
'
二
〇
〇
六
年
三
月

中
間
的
組
織
と
グ
ロ
ー
バ
ル
自
由
市
場
(
早
稲
田
社
会
科
学
総
合
研
究
第
七
巻
第
言
す
)
､
二
〇
〇
六
年
七
月

価
値
と
｢
真
理
｣
　
(
早
稲
田
社
会
科
学
総
合
研
究
第
七
巻
第
二
号
)
､
二
〇
〇
六
年
十
二
月


